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献
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■
役
員
選
任
規
則
の
検
討　
　
　
　
　

 　

　

日
税
連
の
会
長
選
任
に
係
る
「
役
員
選
任
規

則
の
見
直
し
」
は
、
今
回
も
再
び
時
機
送
り
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

時
機
送
り
と
は
頃
合
を
見
て
適
当
な
時
期
に

と
い
う
こ
と
だ
が
、
会
長
選
任
制
度
の
議
論
は
、

過
去
、
幾
度
か
の
繰
り
返
し
の
歴
史
だ
け
に
残

念
で
な
ら
な
い
。

　

今
度
の
検
討
の
始
ま
り
は
、
森
会
長
か
ら
次

に
関
す
る
諮
問
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

一
、
会
長
候
補
推
薦
会
の
必
要
性
、

二
、
会
長
選
考
会
の
構
成
、
選
考
人
百
十
五

人
で
選
ぶ
こ
と
の
当
否
に
つ
い
て
、

　

当
初
の
諮
問
に
対
し
て
は
、
国
富
会
務
制
度

委
員
会
が
応
え
、
再
諮
問
に
つ
い
て
は
、
後
任

の
小
川
会
務
制
度
委
員
会
が
引
き
継
い
だ
。

■
役
員
選
任
規
則
の
問
題
点

　

主
に
会
長
選
考
会
の
人
数
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

現
在
の
会
長
選
任
に
関
す
る
規
則
は
、
昭
和

六
十
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
付
帯
決

議
等
も
あ
っ
て
、尽
き
な
い
議
論
が
続
い
て
き
た
。

※
【
会
長
候
補
推
薦
会
】

　

会
長
候
補
者
を
三
名
以
内
に
絞
る
会

　

泡
沫
候
補
を
排
除
す
る
な
ど
の
観
点
か
ら
存

続
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
過
去
一
度
も

立
候
補
者
は
定
員
を
超
え
た
こ
と
が
な
い
。

※
【
会
長
選
考
会
】

　

会
長
を
選
ぶ
会

　

選
挙
は
、
各
税
理
士
会
の
会
長
十
五
人
と
日

税
連
理
事
候
補
者
百
人
の
計
、
百
十
五
人
に
よ

っ
て
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
。

■
各
委
員
会
答
申
の
内
容

○
国
富
委
員
会
（
前
期
委
員
会
）
の
答
申

一
、
会
長
候
補
推
薦
会
は
現
行
を
維
持
す
る
。

二
、
会
長
選
考
会
の
選
考
人
数
は
理
事
会
構

成
員
と
同
数
（
九
百
二
十
三
人
）
に
増
員

す
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

会
長
選
考
会
の
人
数
に
つ
い
て
、
増
員
を
具

体
的
に
提
言
し
た
。

○
小
川
委
員
会
（
現
在
委
員
会
）
の
中
間
報
告

　

増
員
を
是
と
し
、

　

一
、
会
長
選
考
会
の
人
数
を
会
員
の
一
％

　
　
（
八
百
二
十
人
）
と
す
る
案
を
提
示

○
小
川
委
員
会
の
答
申　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
前
期
委
員
会
答
申
の
趣
旨
を
尊
重
し
増

員
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
が
、
現
行
ど
お
り
で
問
題
な
い
と

す
る
意
見
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
結
論
を

得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

■
小
川
委
員
会
答
申
に
疑
義

　

答
申
は
、
結
論
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
と

結
ん
で
い
る
。
中
間
報
告
と
最
終
答
申
と
に
は

大
き
な
乖
離
が
あ
る
。
何
故
、
こ
の
よ
う
な
答

申
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

■
正
副
会
長
会
に
異
議

　

仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
中
間
報
告
を

経
て
、
正
副
会
長
会
で
池
田
会
長
よ
り
次
の

発
言
が
あ
っ
た
と
聞
く
、「
選
考
人
が
現
行
の

百
十
五
人
で
何
故
悪
い
の
か
、
議
論
は
継
続
す

る
が
、
百
十
五
人
で
良
い
と
す
る
意
見
に
賛
成

し
た
い
。」

　

こ
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
、「
選
挙
制
度
は
後
戻
り
さ
せ
な
い
。」
こ
の

言
葉
は
、
ど
こ
に
、
こ
の
発
言
で
事
態
が
一
変

し
た
よ
う
に
思
え
る
。
小
川
委
員
会
答
申
が
変

わ
っ
た
。
何
よ
り
正
副
会
長
会
意
見
が
森
会
長

の
と
き
と
大
い
に
異
な
る
こ
と
に
気
づ
く
、
体

制
に
順
応
し
た
の
だ
。

　

な
お
、
正
副
会
長
会
に
「
日
税
連
は
会
連
合

で
あ
る
。」
と
の
古
き
呪
縛
か
ら
未
だ
に
解
き

放
た
れ
な
い
方
が
い
る
。

　

日
税
連
会
務
は
、
単
位
会
相
手
だ
け
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
現
実
と
実
態
が
あ
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
た
諸
規
則
が
あ
る
こ
と
は
百
も
承
知
の
は

ず
だ
が
、
不
可
解
な
こ
と
だ
。

　

平
成
五
年
五
月
の
南
部
会
務
制
度
委
員
会
の

具
申
を
も
う
一
度
、
読
み
返
し
て
見
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
終
わ
り
に

　

選
挙
制
度
を
時
代
に
適
し
た
も
の
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
選
挙
制
度
の
た
め
に
有

能
無
比
な
人
材
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

私
た
ち
の
幸
せ
、
業
界
の
盛
衰
は
正
に
日
税
連

会
長
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
。

（
日
税
連
会
務
制
度
委
員
会
委
員　

鎌
田
俊
夫
）

 

日
税
連
会
務
懇
談
会
開
か
れ
る

　

六
月
二
六
日
（
日
税
連
理
事
会
開
催
日
）
正

午
か
ら
大
崎
に
あ
る
ニ
ュ
―
オ
―
タ
ニ
イ
ン
東

京
に
お
い
て
東
京
会
選
出
理
事
に
よ
る
日
税
連

会
務
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、「
税
務
支
援
制
度
の
再
構
築
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
―
ム
」（
Ｐ
Ｔ
）」
の
座

拓
く
会
主
催　
　

六
月
二
六
日
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支部長部会で挨拶する
金子拓く会会長

拓く会日税連会務懇談会で説明する
渡辺組織部長

講師　飯田聡一郎会員

長
を
務
め
ら
れ
た
東
京
地
方
税
理
士
会
の
朝
倉

会
長
を
お
招
き
し
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
山
川
会
長
以
下
十
八
名
の
出
席

が
あ
り
日
税
連
会
務
の
全
般
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

　

次
回
開
催
は
九
月
二
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る
。　　
（
日
税
連
対
策
部
会
長　

鎌
田
俊
夫
）

価
基
本
通
達
や
法
人
税
法
、
企
業
会
計
と
対
比

し
な
が
ら
法
人
税
法
の
平
成
十
八
年
改
正
に
よ

っ
て
、
考
え
方
や
評
価
額
の
算
出
方
法
、
経
理

方
法
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
実

務
上
の
取
り
扱
い
や
留
意
点
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

　

こ
こ
数
年
、
超
過
収
益
力
が
あ
る
と
は
思
え

な
い
企
業
に
も
「
営
業
権
」
が
評
価
さ
れ
て
課

税
さ
れ
る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
実

務
上
、
営
業
権
の
問
題
が
表
面
化
し
て
い
る
が
、

研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

て
は
、
今
後
の
相
続
税
法
と
法
人
税
法
の
実
務

に
お
け
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
た
こ
と
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
内
容
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
第
一
部　

財
産
評
価
基
本
通
達
の
改
正
】

　
　

従
来
の
計
算
方
法
の
問
題
点
・
改
正
通
達

　

の
内
容
・
適
用
範
囲
と
問
題
点
・
具
体
例
等

【
第
二
部　

法
人
税
法
に
お
け
る
営
業
権
と
の

れ
ん
】

　

企
業
会
計
上
の
概
念
・
法
人
税
法
に
お
け

る
適
格
合
併
等
と
非
適
格
合
併
等
の
場
合
の

取
扱
い
・
企
業
会
計
と
法
人
税
法
の
取
扱
い

に
お
け
る
差
異
と
申
告
調
整
等

（
副
会
長　
　

内
山
良
子
）

　

去
る
五
月
八
日
、拓
く
会
主
催
の
今
年
度「
第

一
回　

支
部
長
部
会
」
が
新
宿
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
支
部
の
支
部
長
は
じ
め
、
東
京

会
よ
り
山
川
巽
会
長
他
、
副
会
長
、
常
務
理
事

の
皆
様
な
ど
、
総
勢
六
十
八
名
も
の
ご
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
拓
く
会
金
子
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

激
務
の
中
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
東
京
会
山
川
会

長
か
ら
も
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
終
始
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
内
に
大
変
な
盛
り
上
が
り
と
な
り

ま
し
た
。
中
で
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
参
加
者
全

員
に
よ
る
挨
拶
で
は
、皆
様
の
そ
の
熱
い（
？
）

ト
ー
ク
に
マ
イ
ク
の
電
池
が
切
れ
て
し
ま
う
程

で
し
た
。

　

ま
た
、
拓
く
会
唐
川
監
事
、
吉
田
副
会
長
よ

り
、
近
畿
会
会
長
補
欠
選
挙
の
近
況
な
ど
も
報

告
さ
れ
ま
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
副
会
長　
　

足
達
信
一
）

　

三
月
決
算
法
人
の
確
定
申
告
を
終
え
た
六
月

二
日
、
東
京
税
理
士
会
館
に
お
い
て
、「
改
正

さ
れ
た
営
業
権
の
実
務
対
応
と
の
れ
ん
の
取
り

扱
い
」
の
テ
ー
マ
で
研
修
会
を
開
催
し
た
。　

　

講
師
に
は
、
税
理
士
で
、
立
命
館
東
京
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
租
税
法
講
座
の
講
師
を
す
る
飯
田

聡
一
郎
先
生
を
招
致
し
、
初
め
て
の
夜
間
研
修

会
で
あ
っ
た
が
、
百
五
十
余
名
の
多
く
の
会
員

が
熱
心
に
受
講
し
た
。

　

飯
田
先
生
は
、
超
過
収
益
力
で
あ
り
暖
簾
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
営
業
権
に
つ
い
て
、
財
産
評

　
　
　
　
　

の
実
務
研
修
会

　
　
　

を
開
催　
　
六
月
二
日

拓
く
会
主
催

拓
く
会
主
催

支
部
長
部
会
風
景
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順位　氏　名　　ＯＵＴ　ＩＮ　グロス   ＨＣ ネット
優勝　本郷有道　　47　　41　　 88　　16.8 　71.2
２　　上田俊明　　40　　38　　 78　　  6.0　 72.0
３　　高村義信　　41　　42　　 83　　10.8　 72.2
４　　山下　護　　45　　44　　 89　　16.8　 72.2
５　　山下　隆　　53　　48　　101　　28.8　 72.2
６　　内田武男　　49　　45　　 94　　21.6　 72.4
７　　進藤雄三　　45　　46　　 91　　18.0　 73.0
７　　中川秀夫　　45　　46　　 91　　18.0 　73.0
７　　村守明夫　　49　　42　　 91　　18.0　 73.0
10　　加藤眞司　　50　　45　　 95　　21.6　 73.4
15　　内藤信子　　46　　46　　 92　　18.0　 74.0

15　　吉野俊郎　　47　　45　　 92    18.0　 74.0
20　　粂野良二　　43　　40　　 83     8.4　 74.6
25　　岡部　徹　　45　　42　　 87    12.0　 75.0
30　　佐藤　勝　　43　　42　　 85     9.6　 75.4
35　　出竹　彰　　54　　51　　105    28.8　 76.2
40　　河並祐幸　　47　　46　　 93    15.6　 77.4
50　　金子勝治　　51　　48　　 99    20.4　 78.6
55　　森　　聡　　50　　55　　105    24.0　 81.0
60　　小山　敦　　49　　59　　108    24.0　 84.0
BB　  柿崎久実恵　58　　64　　122    32.4　 89.6
※　べスグロ　上田俊明　グロス　78
　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加 74 名）

優勝　本郷有道氏

　

去
る
七
月
九
日
、
東
京
税
理
士
会
館
に
於
い

て
開
催
さ
れ
た
「
時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会
」

の
役
員
総
会
に
は
、
拓
く
会
役
員
会
構
成
メ
ン

バ
ー
が
数
十
名
出
席
し
、
夜
遅
く
ま
で
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
席
上
、
拓
く
会
会
則
十
条
の
規
定
に
よ

り
、
支
援
対
策
会
議
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

支
援
対
策
会
議
と
は
、
東
京
税
理
士
会
の
役

員
候
補
の
推
薦
と
選
挙
支
援
に
必
要
な
対
策
を

講
じ
、
組
織
的
な
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
チ
ー
ム
で
す
。
来
春
四
月
の
東
京
税

理
士
会
役
員
選
挙
に
向
け
た
対
策
本
部
の
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

支
援
対
策
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
拓
く
会

の
常
任
役
員
の
ほ
か
、
各
支
部
か
ら
推
薦
さ
れ

た
委
員
が
入
り
、
合
議
体
を
構
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
支
援
対
策
会
議
の
議
長
に
つ

い
て
は
、
関
本
和
幸
氏
（
新
宿
支
部
）
が
前
回

に
引
き
続
き
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
支
部
に
お
い
て
支
援

対
策
会
議
委
員
の
選
任
を
し
て
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
拓
く
会
に
は
支
部
幹
事
及
び
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
選
任
さ
れ
て
い
る
副
会
長
が
居
り
ま
す

の
で
、
そ
の
方
々
と
ご
相
談
の
上
、
適
任
者
を

ご
選
任
く
だ
さ
い
。

　

当
面
、
支
援
対
策
会
議
が
行
う
事
項
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
東
京
税
理
士
会
会
長
・
副
会
長
候
補
推

薦
基
準
の
作
定

平成20年６月24日　よみうりゴルフ倶楽部において

ＵＴ ＩＮ グロス Ｈ

平成成 績 表

　
『
優
勝
者
の
弁
』

　
　
　
　
　
　
　

東
村
山
部
会　

本
郷
有
道

我
々
税
理
士
は
、
知
力
も
大
切
で
す
か
、
そ
れ

以
上
に
体
力
と
気
力
が
必
要
な
職
業
だ
と
常
々

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
、
ゴ
ル
フ
も
仕
事
の
一
部
と
考

え
、
体
力
と
精
神
力
を
鍛
え
、
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
た
め
、
機
会
有
る
ご
と
に
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
に
は
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

拓
く
会
の
コ
ン
ペ
に
は
、
毎
回
の
よ
う
に
仲

間
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
世
話
人
さ
ん
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
優
勝
も
、
同
伴
競
技
者
と
、
隠
し
ホ

ー
ル
に
恵
ま
れ
て
優
勝
で
き
ま
し
た
。
で
も
ス

タ
ー
ト
は
、
ト
リ
プ
ル
ボ
ギ
ー
、
次
は
ダ
ブ
ル

ボ
ギ
ー
と
さ
ん
ざ
ん
で
し
た
。

　

我
々
の
仕
事
は
、
孤
独
で
す
。
し
か
し
、
仲

間
が
大
勢
い
れ
ば
そ
の
悩
み
も
解
決
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ゴ
ル
フ
を
と
お
し
て
、
ま
た

仕
事
を
と
お
し
て
仲
間
と
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

二
、
各
支
部
へ
の
候
補
者
推
薦
の
依
頼

三
、
推
薦
基
準
に
基
づ
く
第
一
次
審
査

四
、
審
査
結
果
に
よ
る
推
薦
候
補
者
と
の
面

談

な
ど
で
す
。
こ
れ
か
ら
一
連
の
手
続
き
を
経
て

候
補
者
が
決
定
さ
れ
る
の
は
、
本
年
十
二
月
と

思
わ
れ
ま
す
。

第
七
回
拓
く
会

　
　

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

思
わ
れ
ま
す

わ
れ
ま
す

七
四
名
参
加



 

 ・『拓く会』の年会費は 3,000 円です。
 ・郵便振替口座　口座番号　00130-0-648373
　　　　　　　口座名義　時代を拓く税理士の会

 ・普通預金口座　三井住友銀行　新橋支店　
　　　　　　　　口座番号　2008373
　名義上記と同じ 税理士登録番号記入のこと
　（下記の入会申込書を御記入のうえ
　Fax  03－3572－1445 にて高村総務部長宛まで
　お願いします）

『拓く会』では新たな会員を
募集しています。またご紹介
もお願いします。

 「時代を拓く税理士の会」入会申込書
平成 20 年　　月　　日　　

事務所所在地

支部名

氏名

電話　　　　　　　　　　  FAX

E-mail

（4）

『
拓
く
会
』
の
動
き

平
成
二
十
年
三
月
二
一
日

　
『
第
七
回
常
任
役
員
会
開
催
』

　
　

東
京
税
理
士
会
館
に
於
い
て

　
　

・
新
会
員
入
会
状
況
の
件

　
　

・
東
京
会
認
定
団
体
の
件

平
成
二
十
年
四
月
十
七
日

　
『
第
八
回
常
任
役
員
会
開
催
』

　
　
　

東
京
税
理
士
会
館
に
於
い
て

　
　

・
認
定
研
修
の
件

　
　

・
支
部
長
部
会
運
営
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
五
月
八
日

　
『
支
部
長
部
会
開
催
』

　
　

新
宿
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
於
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
ペ
ー
ジ
参
照
）

平
成
二
十
年
六
月
二
日

　
『
第
九
回
常
任
役
員
会
開
催
』

　
　

東
京
税
理
士
会
館
に
於
い
て

入会案内

拓く会ホームページ　http : //hirakukai.com

　
　

・
認
定
研
修
の
件

平
成
二
十
年
六
月
二
四
日

　
『
第
七
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
』

　
　

よ
み
う
り
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
於
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

平
成
二
十
年
六
月
二
六
日

　
『
日
税
連
会
務
懇
談
会
開
催
』

　
　

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京
に
於
い
て

　
　

・
日
税
連
第
一
回
常
務
理
事
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
（
一
・
二
ペ
ー
ジ
参
照
）

平
成
二
十
年
七
月
九
日

『
第
一
回
役
員
総
会
開
催
』

　
　

東
京
税
理
士
会
館
に
於
い
て

　
　

・
第
四
回
定
期
総
会
開
催
の
件

　
　
　

九
月
二
七
日(

土)

研
修
会
、
懇

　
　
　

親
会
も
同
日
開
催

　
　

・
支
援
対
策
会
議
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

・
年
会
費
自
動
振
替
の
件

　
　
　

・
各
部
報
告

（必須）

標記の定期総会・認定研修会を下記の通り開催いたします。
万障お繰り合わせの上多数の会員の皆様のご出席をお願いい
たします。

　日　程　平成 20 年９月 27 日（土）
　場　所　東京税理士会館　　 

 研修会　　午後 1時 30 分～ 3時 20 分

　テーマ　「書面添付制度の活用によって変わること」
～税理士の権利として位置付られたこの制度をどのよ
うに生かしていくか、書面添付をポジティブに受け止
め活用していくためのヒント～

　講　師　　税理士　伊藤佳江先生 ( 荻窪支部 )
　テキスト　レジメを会場で配布します
　会　費　　会員 1,000 円　会員外　2,000 円

 総　会

　第一部　　定期総会　午後 3時 30 分～ 4時 30 分
　第二部　　懇親会　　午後 4時 30 分～ 6時
　　　　　　会　費　　6,000 円

　かねてより、拓く会の会費を自動振り替え
にしてほしいとの要望が会員の方から寄せら
れておりました。
　そこで役員会で検討した結果、一斉に自動
振り替えにするのは時期尚早であるが、希望
者には自動振り替えを積極的にお願いしてい
く、との結論となりました。自動振り替えの
時期は新事業年度から、対象は年会費 3,000
円です。
　手続きのあらましは次のとおりです。
　
　自動引き落としを希望される方は、同封の
「預金口座振替申込書・自動払込利用申込書」
に必要事項をご記入の上、返信封筒にてご返
信ください。
　期　日　　９月 10 日
　引落日　　毎年 10 月 27 日

※詳しくは、別紙「平成 20 年度の会費納入
　方法について」をご参照ください。

会費の自動振替制について 第４回定期総会・認定研修会開催通知


